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南
北
朝
争
乱

　

元
弘
３
・
正
慶
２
年
（
１
３
３
３
）
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
、
武

家
政
権
が
崩
壊
し
て
天
皇
親
政
に
取
り
掛
か
り
、「
建
武
の
中
興
」
を
開
始
す
る
。
近

藤
靖
文
著
『
九
州
南
北
朝
争
乱
―
懐
良
親
王
と
九
州
征
西
府
』（
自
費
出
版
・
２
０
１
５
）

に
よ
れ
ば
、
建
武
の
中
興
と
は
、
お
互
い
に
相
矛
盾
す
る
復
古
（
過
去
）
と
革
新
（
未

来
）
が
奇
妙
に
同
居
し
な
が
ら
、
天
皇
が
意
思
を
示
す
文
書
・
綸
旨
中
心
の
天
皇
専
制

独
裁
と
い
う
形
の
天
皇
親
政
が
推
進
さ
れ
た
と
論
ず
る
。

　

建
武
２
年
（
１
３
３
５
）
鎌
倉
で
北
条
時
行
ら
に
よ
る
「
中
先
代
の
乱
」
が
勃
発
し
、

足
利
尊
氏
は
こ
の
乱
を
鎮
圧
し
、
後
醍
醐
天
皇
へ
の
建
武
政
府
の
反
意
を
表
明
し
、

さ
ら
に
建
武
３
年
（
１
３
３
６
）、
兵
庫
湊
川
で
楠
木
正
成
・
新
田
義
貞
を
破
る
。
京
都

を
制
圧
し
た
尊
氏
は
光
明
天
皇
を
擁
立
し
、
北
朝
方
室
町
幕
府
を
確
立
し
た
。
後
醍

醐
天
皇
は
吉
野
へ
逃
れ
、
南
朝
を
開
き
、
南
北
朝
争
乱
の
時
代
が
始
ま
る
。
元
中
９
・

明
徳
３
年
（
１
３
９
２
）
南
北
朝
合
一
が
な
る
ま
で
、
こ
の
間
、
全
国
で
南
朝
方
と
北

朝
方
の
武
将
ら
は
熾
烈
な
戦
い
を
続
け
た
。

南
北
朝
争
乱
の
経
緯

　

次
の
よ
う
に
南
北
朝
時
代
の
九
州
を
中
心
と
し
た
関
係
年
表
を
記
し
て
み
る
。

１
３
３
８
年	

足
利
尊
氏
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
。

	

南
朝
方
懐
良
親
王
征
西
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
。

１
３
３
９
年	

後
醍
醐
天
皇
が
崩
御
。

１
３
４
２
年	

懐
良
親
王
九
州
下
向
の
た
め
、
忽
那
島
か
ら
薩
摩
に
到
着
、
谷
山
城
へ
入
る
。

１
３
５
０
年	

足
利
直
冬
大
宰
府
に
入
る
。
高
師
直
と
足
利
直
義
の
対
立
か
ら
幕
府
分
裂
し

直
義
派
挙
兵
（
観
応
の
擾
乱
）。

１
３
５
１
年	

足
利
直
冬
鎮
西
探
題
に
任
命
さ
れ
る
。
懐
良
親
王
、
菊
池
武
光
と
と
も
に
筑

後
に
進
攻
す
る
。

１
３
５
２
年	

足
利
直
冬
九
州
を
去
る
。

１
３
５
３
年	

懐
良
親
王
筑
後
高
良
山
に
移
る
。

１
３
５
８
年	

足
利
尊
氏
亡
く
な
る
。

１
３
５
９
年	

少
弐
頼
尚
、
懐
良
親
王
ら
の
大
宰
府
進
攻
に
備
え
、
筑
後
川
北
岸
鰺
坂
庄

（
小
郡
市
大
保
原
）
に
布
陣
す
る
。

	

少
弐
軍
と
懐
良
親
王
・
菊
池
武
光
軍
と
筑
後
川
の
戦
い
で
死
闘
を
繰
り
返
す
。

親
王
派
が
辛
く
も
勝
利
す
る
。

１
３
６
１
年	

懐
良
親
王
大
宰
府
に
入
る
（
大
宰
府
征
西
府
成
立
）。

１
３
７
１
年	

今
川
了
俊
九
州
探
題
と
し
て
豊
前
国
門
司
に
入
る
。

１
３
７
２
年	

今
川
了
俊
の
軍
勢
が
大
宰
府
を
掌
握
。
征
西
府
は
高
良
山
に
撤
退
す
る
。

１
３
７
３
年	

菊
池
武
光
亡
く
な
る
。

１
３
７
４
年	

今
川
軍
、
高
良
山
を
攻
略
し
、
征
西
府
は
菊
池
へ
撤
退
す
る
。

	

こ
の
こ
ろ
、
懐
良
親
王
、
征
西
将
軍
職
を
後
征
西
将
軍
宮
・
良
成
親
王
に
譲

る
。

１
３
８
３
年	

懐
良
親
王
、
八
女
市
星
野
村
で
薨こ
う
き
ょ去
。

１
３
９
２
年	

南
北
朝
合
一
が
な
る
。

１
３
９
５
年
ご
ろ	

良
成
親
王
、
八
女
市
矢
部
村
で
薨
去
。

南
北
朝
争
乱
の
書

　

水
野
大
樹
著
『
南
北
朝
動
乱
』（
実
業
之
日
本
社
・
２
０
１
７
）
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
京

都
よ
り
吉
野
へ
入
っ
た
１
３
３
６
年
か
ら
、
後
亀
山
天
皇
が
京
都
へ
帰
る
ま
で
の
約
60

年
間
、
二
つ
の
朝
廷
が
並
び
立
つ
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
活
写
す
る
。
鎌
倉
幕
府
の

弱
体
化
か
ら
建
武
の
新
政
、
足
利
尊
氏
の
反
旗
、
そ
し
て
京
都
、
奈
良
、
隠
岐
島
、

九
州
を
舞
台
と
し
て
、
新
田
義
貞
、
楠
木
正
成
ら
、
太
平
記
の
主
役
た
ち
の
動
き
を

捉
え
る
。

　

室
町
幕
府
を
二
つ
に
裂
い
た
足
利
尊
氏
と
直
義
兄
弟
の
戦
う
亀
田
俊
和
著
『
観
応

の
擾
乱
』（
中
央
公
論
新
社
・
２
０
１
７
）、
石
原
比
伊
呂
著
『
北
朝
の
天
皇
』（
中
央
公
論
新

社
・
２
０
２
０
）
は
、
室
町
幕
府
に
翻
弄
さ
れ
た
皇
統
の
実
像
を
追
う
。
新
井
孝
重
著

『
悪
党
の
世
紀
』（
吉
川
弘
文
館
・
１
９
９
７
）
の
悪
党
の
派
手
な
鎧
兜
、
光
き
ら
め
く
太

刀
、
長
刀
の
い
で
た
ち
は
反
逆
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
ゲ
リ
ラ
の
楠
木
正
成
、
バ
サ
ラ

の
佐
々
木
道
誉
ら
交
え
た
内
乱
で
う
ご
め
い
た
人
間
を
追
う
。
小
川
信
監
修
『
南
北
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朝
史
１
０
０
話
』（
立
風
書
房
・
１
９
９
１
）
は
、
南
北
朝
動
乱
に
生
き
た
人
々
、
護
良
親

王
、
北
畠
顕
家
、
吉
田
兼
好
、
光
厳
天
皇
、
今
川
了
俊
ら
の
人
間
性
を
描
き
出
す
。

荒
木
栄
司
著
『
九
州
太
平
記
』（
熊
本
出
版
文
化
会
館
・
１
９
９
１
）
は
九
州
に
お
け
る
南

北
朝
の
争
い
を
描
く
。
童
門
冬
二
の
『
南
北
朝
の
梟
』（
日
本
経
済
新
聞
社
・
１
９
９
１
）

は
、
北
畠
親
房
の
活
躍
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。

懐
良
親
王
の
生
涯

　

懐
良
親
王
の
人
生
は
、
戦
い
の
一
生
だ
と
い
え
る
。
坂
井
藤
雄
著
『
征
西
将
軍　

懐
良
親
王
の
生
涯
』（
葦
書
房
・
１
９
８
１
年
）、
天
本
孝
志
著
『
九
州
南
北
朝
戦
乱
』（
葦

書
房
・
１
９
８
２
）、
福
岡
縣
教
育
會
編
・
発
行
『
征
西
將
軍
宮
と
五
條
氏
』（
１
９
３
６

年
）、
佐
々
木
四
十
臣
校
訂
『
懐
良
親
王
と
三
井
郡
』（
大
原
合
戦
６
５
０
周
年
実
行
委
員

会
・
２
０
０
９
年
）、
森
茂
暁
著
『
懐
良
親
王
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
２
０
１
９
）
を
ひ
も
解

け
ば
、
北
朝
方
と
の
戦
い
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
懐
良
親
王
は
、
九
州
平
定
の
任
を
受
け
て
、
６
歳
に
て
征
西

将
軍
と
な
っ
て
、
五
條
頼
元
ら
と
、
延
元
３
年
（
１
３
３
８
）
８
月
伊
勢
の
大
湊
を
出

航
し
て
瀬
戸
内
海
に
入
り
、
讃
岐
を
経
由
し
て
忽
那
島
（
松
山
市
）
に
上
陸
。
こ
こ
で

九
州
へ
の
渡
海
の
機
を
窺
い
な
が
ら
滞
在
す
る
。

　

興
国
３
年
（
１
３
４
２
）
６
月
谷
山
城
（
鹿
児
島
市
）
に
入
っ
た
親
王
は
、
こ
こ
で
も

６
カ
年
の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
目
的
地
の
菊
池
に
到
着
し
た
の
は
、
吉
野
（
奈

良
県
）
を
出
て
10
年
目
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
間
親
王
は
五
條
頼
元
ら
の
指
導
を
受
け
、

文
武
両
道
を
身
に
付
け
、
た
く
ま
し
く
成
長
。

　

九
州
平
定
を
目
指
し
て
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
親
王
は
、
正
平
14
年
（
１
３
５
９
）
筑

後
川
の
戦
い
で
菊
池
武
光
ら
の
奮
戦
も
あ
っ
て
勝
利
す
る
が
、
南
朝
方
も
多
く
の
死

傷
者
が
出
た
。
そ
の
２
年
後
、
つ
い
に
大
宰
府
に
征
西
府
を
設
置
し
、
以
後
12
年
間

が
九
州
南
朝
方
の
全
盛
期
だ
っ
た
。

　

文
中
元
年
（
１
３
７
２
）
８
月
九
州
探
題
の
今
川
了
俊
に
よ
っ
て
大
宰
府
を
追
わ
れ

た
親
王
は
高
良
山
に
御
在
所
を
構
え
る
が
、
そ
こ
も
追
わ
れ
、
矢
部
川
水
系
星
野
川

流
域
の
天
然
の
要
害
・
八
女
市
星
野
村
へ
退
き
、
こ
の
こ
ろ
征
西
将
軍
職
を
良
成
親

王
に
譲
ら
れ
、
晩
年
の
６
年
間
は
信
仰
の
生
活
で
あ
っ
た
。
北
方
謙
三
の
小
説
『
武

王
の
門
（
上
・
下
）』（
新
潮
社
・
１
９
８
９
年
）
は
、
懐
良
親
王
の
九
州
征
討
と
そ
の
夢
を

追
う
。

筑
後
川
の
戦
い

　

日
本
三
大
合
戦
は
、
関
ケ
原
の
戦
い
、
川
中
島
の
戦
い
、
そ
し
て
筑
後
川
の
戦
い

（
大
保
原
合
戦
、
大
原
合
戦
と
も
い
う
）
で
あ
る
。
南
朝
方
の
後
醍
醐
天
皇
派
・
懐
良
親

王
・
菊
池
武
光
ら
の
征
西
府
軍
４
万
人
と
北
朝
方
の
足
利
尊
氏
派
・
少
弐
頼
尚
・
大

友
氏
時
ら
６
万
人
が
九
州
の
覇
権
を
巡
っ
て
、
筑
後
川
中
流
域
の
右
岸
か
ら
福
岡
県

小
郡
市
大
保
原
に
か
け
て
戦
う
。
両
軍
の
戦
死
者
は
５
４
０
０
余
人
、
負
傷
者
２
万
５

０
０
０
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

山
下
宏
明
校
注
者
『
太
平
記
・
五
』（
新
潮
社
・
１
９
８
８
年
）
の
第
33
に
描
か
れ
て
い

る
。
小
郡
市
中
学
家
庭
教
育
学
級
編
『
大
原
合
戦
』（
小
郡
市
教
育
委
員
会
・
１
９
８
９
年
）

に
は
、
菊
池
武
光
は
大
奮
戦
、
懐
良
親
王
も
ま
た
自
ら
敵
軍
へ
突
入
、
親
王
の
馬
は

射
倒
さ
れ
、
身
に
三
カ
所
の
深
手
を
受
け
、
生
け
捕
り
に
し
よ
う
と
す
る
少
弐
勢
に
、

自
分
の
体
を
盾
に
し
て
鎧
の
袖
を
広
げ
、
矢
を
防
ぎ
、
ま
さ
に
危
機
一
髪
。
新
田
勢

が
駆
け
つ
け
、
親
王
は
か
ろ
う
じ
て
死
地
を
脱
し
、
福
童
原
に
退
き
、
谷
山
城
に
逃

れ
た
。
武
光
は
、「
も
は
や
一
兵
た
り
と
も
生
き
て
還
る
な
、
我
と
と
も
に
討
死
せ
よ
」

と
怒
号
し
、
阿
修
羅
の
如
く
敵
陣
へ
詰
め
寄
っ
た
と
あ
る
。

　

こ
の
戦
い
で
、
南
朝
方
は
勝
利
し
た
が
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
菊
池
一
族

の
書
と
し
て
、
植
田
均
著
『
純
忠
菊
池
史
乗
』（
菊
池
史
談
會
・
１
９
２
９
年
）、
陸
上
自

衛
隊
第
八
師
団
司
令
部
編
・
発
行
『
誠
忠
菊
池
累
代
史
』（
１
９
６
９
年
）、
荒
木
栄
司
著

『
菊
池
一
族
の
興
亡
』（
熊
本
出
版
文
化
会
館
・
１
９
８
９
）、
杉
本
尚
雄
著
『
菊
池
氏
三
代
』

（
吉
川
弘
文
館
・
１
９
６
６
年
）、
森
藤
よ
し
ひ
ろ
・
絵
『
ま
ん
が 

風
雲
菊
池
一
族
』（
菊
池

白
龍
会
・
２
０
０
５
）
が
あ
る
。

筑
後
川
の
戦
い
の
遺
跡

　

宮
ノ
陣
郷
土
史
研
究
会
編
『
宮
ノ
陣
郷
土
史
読
本
』（
宮
ノ
陣
校
区
ま
ち
づ
く
り
振
興

会
・
２
０
１
６
年
）
に
は
、
筑
後
川
流
域
沿
い
に
、
そ
の
戦
い
の
遺
跡
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
久
留
米
市
・
宮
ノ
陣
神
社
に
は
、
懐
良
親
王
が
お
手
植
え
の
「
将
軍
梅
」
が

紅
梅
の
花
を
咲
か
せ
る
。
神
社
と
隣
接
す
る
法
龍
山
遍
萬
寺
の
境
内
地
に
、「
筑
後
川

の
合
戦
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
筑
後
川
の
戦
い
で
倒
れ
た
兵
士
の
冥
福
を
祈

り
続
け
て
い
る
寺
で
も
あ
る
。
こ
の
寺
の
近
く
に
、
両
軍
の
遺
骨
を
集
め
て
供
養
し

た
五
万
騎
塚
が
建
つ
。

　

小
郡
市
大
保
原
近
く
に
鎮
座
す
る
大
中
臣
神
社
に
は
、
戦
い
で
深
手
を
負
っ
た
親

王
が
傷
の
回
復
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
加
護
で
全
快
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、

藤
ノ
木
が
植
栽
さ
れ
た
。「
将
軍
藤
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
小
郡
市
役
所
に
隣
接
す
る

公
園
に
は
大
保
原
戦
場
跡
の
碑
が
建
つ
。

　

大
刀
洗
町
は
菊
池
武
光
が
血
刀
を
川
で
洗
っ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
。
公
園

に
は
勇
者
姿
の
「
菊
池
武
光
銅
像
」
が
そ
び
え
る
。
こ
の
大
刀
洗
川
上
流
筑
前
町
に

は
「
菊
池
武
光
公
大
刀
洗
之
碑
」
が
建
つ
。

お
わ
り
に

　

太
郎
良
盛
幸
・
佐
藤
一
則
の
小
説
『
九
州
の
南
朝
』（
新
泉
社
・
２
０
１
２
）
は
、
懐
良

親
王
が
、
矢
部
川
支
川
星
野
川
が
流
れ
る
八
女
市
星
野
村
で
亡
く
な
る
ま
で
、
ま
た

良
成
親
王
が
矢
部
川
の
源
流
八
女
市
矢
部
村
で
亡
く
な
る
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

　

特
筆
す
る
こ
と
は
、
五
條
家
・
堀
川
家
臣
団
が
、
未
来
に
向
け
て
、
一
族
の
経
済

的
な
確
立
を
図
る
た
め
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
小
河
川
、
渓
流
水
、
湧
水
を
利
用
し

て
女
鹿
野
・
別
当
・
竹
原
・
牧
曽
根
・
鍋
平
地
区
な
ど
に
お
け
る
棚
田
づ
く
り
を
行

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
山
奥
ま
で
水
田
が
拓
か
れ
て
い
る
。
牛
島
頼
三
郎
著

『
奥
八
女　

矢
部
峡
谷
の
棚
田
考
』（
梓
書
院
・
２
０
２
０
）
は
、
山
間
部
の
棚
田
を
拓
き
、

両
親
王
の
魂
が
た
く
ま
し
く
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
論
ず
る
。


